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ビンサイトは、岡山の生活者というミクロエリアに特化した、ビザビグループ独自のインターネット市場調査モデルです。 
岡山の生活者の生の声を収集し、調査結果を解釈し、ご依頼主様の商品開発やサービスの改善等に有効に活用していただくことを狙いとしています。 
岡山県内の生活者を調査モニターとしてご登録いただいていますので、全国規模や首都圏での総合的な市場調査では把握しきれない 
岡山地域独自の課題や仮説を検証できる『地域密着型のリサーチ』を行います。 
 

ビンサイトは岡山の生活者に特化したインターネット市場調査システムです。            顧客起点のビジネス発想 

Ⓒ 2015 The Okayama Institute of Information-Culture Cooperative Association All Rights Reserved.  

お客さま 
（企業・団体） 

品質の高い 

岡山の生活者
モニター 

(co-creator) 

岡山の生活者全体 

生活者の声を  
反映したご提案 

岡山の生活者の声 
インサイト（本音）を収集 

リサーチ結果を解釈し 
マーケティング活動へ 

地域社会全体 

岡山の生活者に特化 
実査～ローデータまでのリサーチ工程をシステム化 

回答 

アンケート 
回答依頼 

リサーチの
ご依頼 リサーチ結果の 

納品・集計・分析 

岡山エリアの      
生活者ネットリサーチ 

エビデンス・ベイスド・マーケティングの実践 
市場実態や生活者ニーズといった、根拠（エビデンス）に基づくマーケティング活動をお手伝いいたします。 
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☑【 地域の生活者のニーズを反映したサービスや商品を開発したい 】 
  →ニーズ調査 

サービスや商品に対して、アンケート回答という形でアドバイスをいただきます。 
地域の生活者にニーズの有無をおうかがいする事で無駄な投資を避けたり、より生活者のニーズに合った商品開発を行う
ことが可能になります。 
またサービスや商品に対して、アンケート回答という形でアドバイスをいただくことも可能です。 
アドバイスをいただいた生活者は、その商品に愛着を持っていただく＝将来のファンづくりにも繋がります。 
 

☑【 お客様さまは何が不満なのだろうか？ 】 
  →顧客満足度調査 

お客さまの感じている不満点、気に入っている点などをはっきりさせ、店舗づくり、サービス開発、商品開発等の方向性を見
つけます。 
 

☑【 うちの会社は、どんなイメージを持たれているのだろうか？ 】 
  →企業イメージ調査 

企業の”見えざる資産”とも言える企業イメージ、ブランド。 
その課題や強みを明確にすることで、コミュニケーション戦略、営業活動、人財採用活動等に役立てることができます。 

 

☑【 いくらぐらいの価格が良いのだろう？価格の見直しが必要なのでは？ 】 
  →価格調査 

生活者の商品やサービスに対する価値を明らかにすることで岡山の生活者にとっての受容価格帯を 
明らかにします（ＰＳＭ分析）。 
 

☑【 プロモーションやＰＲの新しい切り口を見つけたい！ 】 
  →戦略的PRのための調査 

市場のニーズの高さをリサーチ・データで示すことで、商品やサービスの魅力を伝えます。 
リサーチ結果をクリエイティブやPRリリースで活用することで、生活者によりわかりやすく伝えることができます。 

 
 その他、さまざまなリサーチや、仮説の検証のお手伝いをいたします。 
 

•スマートフォンの普及率は岡山地域ではどれくらいあるのだろうか？  
•自社の商品は岡山の生活者にどれくらい知られているのだろうか？（メーカー様等）  
•今年のお中元（お歳暮）はどんなものが喜ばれるのだろうか？（小売業様等）  
•新しく出店を考えているが、エリアの生活者の買物動向を知りたい（小売業様等）  

        等 岡山の生活者に対して様々な課題発見、仮説検証のお手伝いをいたします。  

たとえばこんな時 ～意思決定に役立つリサーチをお手伝いいたします～ 02 顧客起点のビジネス発想 
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ビンサイト モニター様の属性 

【男女別年齢構成】 
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登録モニター数 2,226名（2017年11月）   

【居住地域】 

【職業】 【年齢構成】 

年代 男性 女性 

20代以下 70 264 

30代 142 529 

40代 221 484 

50代 164 212 

60代以上 98 69 

男女小計 695 1,558 

30.8% 69.2% 

男女総合計 2,253 

20代以下 

14.8% 

30代 

29.8% 

40代 

31.3% 

50代 

16.7% 

60代以

上 

7.4% 

岡山市 

53.8% 

倉敷市 

20.2% 

津山市 

3.5% 

玉野市 

2.4% 

総社市 

2.7% 

その他 

17.5% 

公務員 

4.9% 

経営者・役員 

2.4% 
会社員（技

術系） 

9.1% 

会社員（事

務系） 

17.1% 

会社員（その

他） 

15.3% 

自営業 

4.3% 

自由業（フ

リーランス） 

1.9% 

専業主婦・主

夫 

18.9% 

パート・アル

バイト 

13.3% 

学生（大

学・短大・

専門学校） 
5.8% 

高校生 

1.1% 

無職 

3.2% 

その他 

2.8% 



モニターアンケート調査実施フロー 

④ 
回答データ集計 

 GT表 
ローデータ納品 

③ 
【実査】 
モニター 

による回答 

       ② 
    モニターへ 

回答依頼メール 
   （対象条件） 

① 
ビンサイト 

調査画面作成 
（ご確認） 

   回答データ集計 
  ロウデータ納品 

 本調査 
  対象モニター 
  による回答 

 本調査 
       対象モニターへ 

回答依頼メール 

    本調査 
対象モニター 

    抽出 

   モニター会員へ           
     回答依頼メール    

    （事前調査） 

調査画面作成 
（ご確認） 

Ⅰ．通常調査 
 
①調査票（アンケート質問票）を元にアンケート回答画面を作成します。（調査票の設計からお手伝いすることも可能です※オプション設定） 
②ビンサイトモニターへアンケートの回答依頼メールを配信します。（回答依頼対象モニターを絞ることも可能です） 
③モニターはモニター各々のビンサイトマイページにログインし、アンケートに回答いただきます。 
④収集したアンケートデータは単純集計表（GT表）とローデータを納品させていただきます。（クロス集計等も可能です※オプション設定） 

Ⅱ．事前調査（スクリーニング調査）を実施する場合 
 
事前調査を行い、調査対象を絞り込み、対象者だけに本調査を行います。（別途スクリーニング調査費が必要になります） 
    
   例） 3年以内に戸建て住宅を購入された方 
 1年以内に自動車を購入する予定のある方 
 高校進学を控えたお子様をお持ちの方    等 

事前調査 本調査 

ご登録いただいているビンサイトモニターにアンケート調査を行う場合です。 
 
 

04 顧客起点のビジネス発想 
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Ｖｉｎｓｉｇｈｔ オープンアンケート調査実施フロー  

一般生活者やクライアント様のお客さま等を対象にした「オープンアンケートの実施」が可能です。 
 
 

例えば 
 ☑ 自社の社内研修の社員の満足度（ＣＳ）を把握したい  
 ☑ イベント参加者やサービスをご利用いただいたお客さまから、ご意見をおうかがいしたい  
 ☑ 自社のメール会員に対して、アンケートを配信したい        
        等にご活用ください。                                                     

⑤ 
回答データ集計 

 GT表 
ローデータ納品 

④ 
【実査】 

自社のお客さま、 
または一般生活者 
による回答 

③ 
Weｂ上で公開 

もしくは 
 対象者に 

 回答依頼メールを
配信    

② 
回答画面の 

  短縮URLの発行 

① 
ビンサイト 

調査画面作成 
（ご確認） 

オープンアンケート調査の実施フロー 
 

①調査票（アンケート質問票）を元にアンケート回答画面を作成します。（調査票の設計からお手伝いすることも可能です※オプション設定） 
②アンケート画面の短縮URLを発行します。 
③クライアント様は、アンケート対象者へアンケートの依頼メールを配信、またはWebサイト上でのアンケートの回答をお知らせしてください。 
④メールを見たお客さまは回答画面へアクセスし回答。また一般生活者はWebサイト上でアンケート回答画面を表示し、ご回答いただきます。 
⑤回答・収集したアンケートデータは単純集計表（GT表）とローデータを納品させていただきます。（クロス集計等も可能です※オプション設定） 

https://vinsight.jp/enq/〇〇〇〇 
回答画面の短縮URL 

メールで自社のお客さまへアンケート回答依頼の配信 

自社のWebサイト上で回答の誘い 

もしくは 
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調査実施基本料金 

≪基本料金に含まれるもの≫以下の３点となります。 
 ☑ 調査画面作成 
 ☑ 実査 
   ・アンケート配信～サンプル回収 
 ☑ 標準納品データ 
   ・Ⅰ．単純集計表（GT表）Excel形式 
   ・Ⅱ．ローデータ CSV形式 

ビンサイトでは、ビンサイト登録モニターだけではなく、広く一般の生活者やクライアントの顧客、又はクライアントの社員等を対象とした
「オープンアンケート」の実施も可能です。 

オープンアンケート　調査画面作成・実査・納品データ一式　　

100 200 300 400 500 600 700

5問まで 50,000 70,000 90,000 110,000 120,000 140,000 160,000

10問まで 80,000 100,000 120,000 140,000 160,000 180,000 200,000

20問まで 150,000 170,000 190,000 210,000 230,000 250,000 270,000

30問まで 230,000 250,000 270,000 290,000 310,000 330,000 350,000

質問数
サンプル数

モニターアンケート（クローズド・アンケート）調査画面作成・実査・納品データ一式　

100 200 300 400 500

5問まで 50,000 80,000 110,000 140,000 170,000

10問まで 80,000 110,000 140,000 170,000 200,000

15問まで 110,000 140,000 170,000 200,000 230,000

20問まで 140,000 170,000 200,000 230,000 260,000

25問まで 170,000 200,000 230,000 260,000 290,000

30問まで 200,000 230,000 260,000 290,000 320,000

35問まで 230,000 260,000 290,000 320,000 350,000

40問まで 260,000 290,000 320,000 350,000 380,000

質問数
サンプル数

Ⅰ．モニターアンケート 

Ⅱ．オープンアンケート 

06 顧客起点のビジネス発想 
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調査票設計・集計・レポート作成サービス 

　　　　　　　　　　　　　　　開設によるハフモデル商圏マップ　《広域圏》　　

市町村 大字 吸引比率；％吸引人口 市町村 大字 吸引比率；％吸引人口

倉敷市 玉島乙島 35.1 4214 浅口郡寄島町 山根 32.5 59

小田郡矢掛町 小林 35.1 328 浅口郡寄島町 柴木 32.4 127

小田郡矢掛町 浅海 35.1 268 浅口郡寄島町 早崎 32.3 169

浅口郡鴨方町 大字小坂東 34.9 540 井原市 美星町三山 32.2 299

浅口郡鴨方町 大字鴨方 34.9 1040 浅口郡寄島町 三郎 32.0 56

浅口郡金光町 大字佐方 34.8 532 井原市 美星町上高末 32.0 24

倉敷市 玉島黒崎新町 34.8 111 総社市 下倉 31.9 249

小田郡矢掛町 西川面 34.7 287 井原市 美星町宇戸谷 31.6 123

倉敷市 田ノ上新町 34.7 66 倉敷市 連島町亀島新田 31.5 197

倉敷市 玉島黒崎 34.6 1882 総社市 岡谷 31.4 431

小田郡矢掛町 本堀 34.6 225 総社市 影 31.2 56

笠岡市 尾坂 34.5 164 総社市 地頭片山 31.0 183

浅口郡鴨方町 大字深田 34.5 399 倉敷市 水島川崎通 30.8 104

笠岡市 甲弩 34.4 386 総社市 中尾 30.4 86

浅口郡鴨方町 大字六条院東 34.4 673 倉敷市 三田 30.4 249

総社市 下原 34.4 214 総社市 美袋 30.0 348

総社市 山田 34.4 302 倉敷市 中庄 30.0 2558

倉敷市 宮前 34.4 724 高梁市 玉川町増原 30.0 35

浅口郡鴨方町 みどりケ丘 34.3 564

小田郡矢掛町 内田 34.2 118

総社市 久代 34.0 1404

浅口郡鴨方町 大字六条院中 34.0 1100

浅口郡鴨方町 大字小坂西 33.9 481

小田郡矢掛町 小田 33.9 704

倉敷市 沖新町 33.8 404

笠岡市 山口 33.7 399

小田郡矢掛町 宇内 33.7 120

浅口郡鴨方町 鳩ケ丘 33.6 285

小田郡矢掛町 上高末 33.6 165

浅口郡里庄町 大字里見 33.4 1562

笠岡市 関戸 33.4 222

井原市 美星町東水砂 33.3 105

井原市 神代町 33.3 229

浅口郡鴨方町 大字六条院西 33.2 575

笠岡市 吉田 33.1 732

笠岡市 走出 33.1 445

浅口郡寄島町 東安倉 33.0 380

倉敷市 生坂 33.0 685

浅口郡寄島町 寄島 32.9 12

浅口郡寄島町 中安倉 32.9 265

笠岡市 みの越 新賀 32.9 233

井原市 美星町黒木 32.8 57

井原市 美星町宇戸 32.8 46

井原市 美星町大倉 32.8 129

浅口郡寄島町 西安倉 32.7 158

浅口郡寄島町 福井 32.6 46

井原市 美星町西水砂 32.6 129

浅口郡寄島町 宮通 32.6 56

倉敷市 連島町連島 32.6 2133

浅口郡里庄町 大字新庄 32.6 1113

井原市 美星町烏頭 32.5 55

浅口郡寄島町 国頭 32.5 220

倉敷市 連島町鶴新田 32.5 3050

※新天満屋倉敷店のキッズ売り場面積は総売場面積の５％（天満屋岡山本店のキッズ売場比率と同じ）で計算しています。

広域ではグリーンエリア（吸引率10～30％）が競合のないエリア（時間距離20～30分エリア）となっています。

倉敷店　直接ターゲット(65歳以上高齢者)×シェアのマトリックスレンジ区分 　　倉敷店　間接ターゲット(施行主対象50-64歳層)×シェアのマトリックスレンジ区分

マトリックスレンジ凡例の上のエリア（暖色系）ほど、エリアの魅力度が高い地区、すなわち狙うべきターゲットが多いエリアです。
マトリックスレンジ凡例の右のエリア（寒色系）ほど、いのうえのシェアが高いエリアです。

したがって、ターゲットが多く、いのうえのシェアが低いところ（赤色・攻）エリアが重点的・優先的に営業投資を行うエリアです。
青い地区は井上のシェアが高い地区ですので、しっかり守っていく戦略が必要になるエリアです。

攻 伸

動 守

いのうえのシェア 高

高

エ

リ

ア

の

魅

力

■GISソフトとの連動によるエリアマーケティング戦略のご提案 

Ｑ４．各高校のイメージの関係性（コレスポンデンス分析）

知名度が高い

外国語教育に熱心だ

学費が高そうだ

有名大学への進学率が高そうだ

就職に有利そうだ

進学指導が熱心そうだ

部活動が活発そうだ

時代のニーズに即した教育を行ってい そう

だ

マナーやモラル等常識の教育に熱心そう

だ

共感できる教育理念を持っていそうだ

優秀な先生・指導者が多そうだ

通学が便利そうだ

いじめや非行が少なそうだ

学習面で丁寧に指導してくれるそうだ

校則違反者への指導が行き届いていそう

だ

留学制度が充実してそうだ

奨学金制度等就学支援が充実していそう

だ

評判やイメージが良い

歴史や伝統がありそうだ

よく知らないのでわからない

当てはまる項目がない

岡山学芸館高校

岡山高校

岡山商科大学附属高校

岡山白陵高校

岡山理科大学附属高校

関西高校

山陽女子高校
就実高校

創志学園高校

明誠学院高校

-2.5

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

-3 -2.5 -2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2

軸
1

軸2

高

認

知

低

認

知

【各軸の説明度】

軸1：43.8％
軸2：33.9％

計：77.7％

アクティブ

勉学

■適正価格帯調査例（抜粋） ■ブランドイメージマップ（コレスポンデンス分析） 

ビンサイトの調査結果のレポートの作成他、GISデータと連動した調査実施・レポート作成も承ります。詳しくはお問合せください。 

■商圏シュミレーション（ハフモデル） 
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